（提出書類作成の留意事項）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔優秀技能者〕
１　提出書類は、被贈呈者を審査するための基本資料となるものである。したがって、以下に留意の上、特に、様式については、必要事項を簡潔明瞭かつ的確に所定欄に記載すること。

なお、各欄について１枚で記入することが困難な場合は、２枚以上になっても差し支えない。

ただし、２枚目以降は、団体等名、職業部門、職種名及び氏名を記入のうえ、必要な欄のみ記入すること。

提出部数は、すべて１部（枚）とする。【再掲】
２　提出書類

（１）推薦書（様式１）
本贈呈に相当する被贈呈候補者の技能について記入すること。
○　「技能・功績の概要」には、その概要を１５０字程度で記入すること。
○　「模範性」には、次のア及びイの全ての事項について、推薦団体（推薦者）が十分調査の上記入すること。
ア　刑罰の有無（道路交通法、選挙違反等によるものも含む）

イ　地域社会及び業界内における信望等
　　　○　「担当者欄」には、本件についての問い合わせ先を記入すること。
　　　　　　担当者の所属所在地が推薦団体所在地と異なる場合、所在地も明記すること。その場合、結果の通知や問合せは、担当者所属所在地とする。

　（２）調書（様式２の１）
　　必要事項を記載するとともに、該当する欄には「○」を記入すること。

（○付の数字は、調書の番号と同じである。）
○　「①団体等名」欄には、被贈呈候補者を推薦した団体等の名称を記入すること。
　　　○　「②職業部門」欄には、東京都優秀技能者（東京マイスター）知事賞の対象となる職業部門、職業分類及び職種（例示）（以下、「職業部門欄」という。）に定める「部門」欄の番号を記入すること。

　　　○　「③職種名（１）」欄には、職業部門欄に定める「職種（１）」欄の職種名を記入すること。

　　　○　「④職種名（２）」欄には、職業部門欄に定める「職種（２）」欄の職種名を記入すること。

　　　○　「⑤氏名」欄には、戸籍に記載されている字画で氏名を記入し、ふりがなを付けること。
特に、旧字、新字、略字等は正しく記入すること。なお、雅号等がある者については、
その雅号等を氏名の下に、（　　）書きで記入すること。

　　　○　「⑥生年月日」欄には、戸籍に記載されている生年月日を記入し、（　　）内に平成28年11月1日現在の満年齢を記入すること。

　　　○　「⑦現住所」欄には、郵便番号、現住所、電話番号を略さずに記入すること。

　　　○　「⑧就業先」欄は、「事業所名称」欄には、雇用されている場合にあっては雇用事業所名を、
自営している場合にあっては屋号等を、また、「所在地」欄には、郵便番号、所在地（東京
都○○）、電話番号を略さずに記入すること。

　　　○　「⑨現役性」欄には、その者が技能労働者であるかを確認するため、その者の有する技能に関連した職種に係る１日平均の就業時間及び就労内容を記入すること。

○　「⑩免許・資格等」欄には、その者が有する免許、資格、特許及び実用新案等の種類と取
得年月を、また、技能検定に合格している者については技能士の名称（○級○○技能士）
を合格証書等により確認のうえ記入すること。
なお、本贈呈と直接関連のない一般の自動車免許等は記入しないこと。

　○　「⑪職歴」欄等は、その者について次により記入すること。

　　　　・「職歴」欄には、就業先事業所の名称、職務内容、地位及び役職等の異なる毎に記入するこ
と。なお、団体等における職歴、公職歴及び団体歴等は記入しないこと。

・「在職期間」欄には、その職の始期及び終期を記入すること。

　　なお、現職については平成28年11月1日をもって終期とすること。

　　　　・「在職年月数」欄には、半月単位で計算した在職年月数を記入すること。ただし、月の途中
で就職又は離職した場合の計算は、月の１５日以前に就職したものは初日に、月の１６日
以降に就職したものは１６日に就職したものとみなし、月の１５日以前に離職したものは
１５日に、１６日以降に離職したものは末日に離職したものとみなし計算すること。

　　　　・「実在職年数」欄には、本贈呈に係る技能を要する職種に従事していた期間の合計を記入すること。ただし、同一の時期に２つ以上の職にあった場合及び前項で就職又は離職等とみなしたため同一の時期に２つ以上の職にあったとみなした期間を一方の職から除外すること。

　　　○　「⑫講師及び委員歴」欄には、その者の当該技能に関する講師、技能検定及び技能グランプリ等の委員を行った場合、その名称と職務内容、在職期間を記入すること。

　　　○　「⑬表彰歴」欄には、各種技能競技大会等における表彰を除き、既有の表彰（技能に関連して表彰を受けたもののみ記入）ごとに、表彰理由及び表彰年月を記入すること。

　　　○　「⑭技能競技全国大会等参加・入賞歴」欄には、技能グランプリ大会など全国規模の技能競技大会又は国際規模の技能競技大会に参加した場合、その名称と入賞の状況を記入すること。

　　　○　上記のうち、「⑩、⑫、⑬、⑭」については、当該事項を証するものの写しを添付すること。添付のないものは、認められないことがある。
　（３）調書（様式２の２）

　　必要事項を記載すること（○付の数字は、調書の番号と同じである）。
なお、一般的でない文字・用語等については、ふりがな及び簡単な説明を記した専門用語集

を作成すること。

○　「⑮技能の概要」欄には、その者の従事する職種、技能の水準、範囲、特徴あるいは他の
技能者との比較等の観点から、その者が優秀な技能を有するものであることが判定できる
よう、特に、技能の質的な面を中心に、数値で表すなど具体的かつ簡潔に記入すること。
　　　○　「⑯功績・貢献の概要」欄には、その者が当該技能をもって製作又は建造等したもので、当該技能者の技能の程度の判断に資するとともに、企業、産業界及び社会に対する貢献度において高く評価されているような代表的な功績について具体的に記入すること。
　　　　　なお、技能の維持・継承に係る功績があればこれを含めて記入すること。
　○　「⑰新技法、新製品等開発を支えた技能、ものづくり産業の発展を支えた技能」欄には、
その者が当該技能をもって新たな技法や製品等の開発に貢献した、若しくは、当該技能を
駆使して新たな製造技術を確立させ産業の発展を支えた等、当該技能者の技能及びその技
能による功績について判定できるよう、具体的かつ簡潔に記入すること。
　　　○　「⑱後進指導育成の概要」欄には、その者が後進の指導・育成にあたった方法、対象及び
範囲等について、規模を含め、具体的に記入すること。

○　「⑲推薦団体又は推薦者及び推薦理由」欄には、その者を推薦した団体等の所在地、電話
番号及び名称並びにその者を推薦した理由を１５０字以内で記入すること。

○　「⑳過去の推薦回数」欄には、その者を過去において優秀技能者の候補者として都知事に
　　　推薦したことのある年度及び合計回数を記入すること。初めて推薦する場合は「０」を
記入すること。
（３）写　真　（詳細は、実施要領を参照のこと。）

①　顔写真（受賞者名簿等掲載用）

②　作品及び作業風景の写真

（４）その他の資料等　（詳細は、実施要領を参照のこと。）
　　　①　本人の製作物に関する写真等

　　　②　本人の事績に関する新聞、雑誌、業界紙の記事等

③　発明、考案、改善等については、改良前と改良後の比較等をなるべくわかりやすく書いた資料

④　免許、表彰、感謝状、特許、実用新案等については、その内容を証明する資料及び証書の写し

　
（留意事項：一部再掲）　
　○　複数の資料がある場合は、別紙で「目次」を設けるとともに、資料の下部に「ページ番号」を付けること（インデックスの貼付は任意とする）。
　○　「調書」の該当箇所と本資料に同じ「ページ番号」を付する等の工夫をすること。
　○　新聞記事等は、所有権者（出版社等）、年月日等を必ず記入すること。記入のないものは、認められないことがある。

○　資料は、Ａ４版紙面で（音声、動画等は不可）、パンチ穴等は開けないこと（封筒に入れ
るか、Ｚ式ファイル等に綴って提出のこと）。
○　上記において、書籍等の冊子の一部を資料とする場合は、該当部分と当該書籍等の表紙等
のみとするなど、必要最小限の分量となるようにすること。

○　「実施要領」第３条には、資料の返還に関する記載があるが、できる限り「返還なし」の方向でお願いしたいこと。

